
まえがき＝近年の環境問題の顕在化や，省エネルギー化
の要求から，建設機械においてもエネルギー効率の向上
が重要な課題となっており，効率向上を目指した設計を
行う必要性が高くなってきた。これを実現するために
は，実作業時におけるシステム内部の個々のエネルギー
効率を評価した上で，不要な損失を削減する必要があ
る。しかし，油圧ショベルの実作業では，多数のアクチ
ュエータを同時に操作しながら作業を行い，互いに干渉
しながら作動するため，実機の測定のみでは，実作業時
のシステム内部の詳細なエネルギー評価ができないのが
現状である。
　著者らは，これまで SINDYS





ロジックに遅れを持たすことにより実機挙動に近づける
ことができる。

2．油圧ショベルの掘削作業解析

　油圧ショベルの作業用途は幅広いが，機械の能力を最




